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《９／３杉名畑付近撮影》

　９月２日（月）～１３日（金）のおよそ２週間、貯
砂ダム内の水を抜き、ゲート設備点検等が行わ
れました。それにより、滅多に見ることができない
ダム湖の底が現れました。水のない貯砂ダムは
不思議な光景でした。
   期間中は貯砂ダム通路を閉鎖としましたの
で、水のカーテンを楽しみにしていた方々には大
変申し訳ありませんでした。今年度の貯砂ダム
通路の開放は１０月中旬の終了を予定しており
ます。また来年もお待ちしております。

　そんな中・・・・・、
　水位が低くなった杉名畑親水公園の周辺で、
２頭の野生の鹿が仲良く連れ添っていました。
西和賀とは思えない、まるで北欧を思わせるよう
な光景です。緑豊かな西和賀町、いつまでもこ
の自然が残っていてほしいものです。
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 抜水時

あやめ橋と
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 低下した貯水池のほとりに咲く花
　　　（なんて花かな？）
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　８月・９月と全国的に豪雨が続き、水による被
害や事故が多発しました。雨の多い日は川も水
量が増します。危険な所には近づかないようにし
ましょう！（佐）

　９月１３日（金）、湯田ダムビジョン推進協議会は西
和賀町に侵入した特定外来種生物「アレチウリ」の
駆除大作戦を行いました。
　平成２３年度から行われており第３回目となる今年
は、和賀川流域（西和賀町・北上市）のみなさまや県
内外から約40人が参加しました。参加者は種を落と
さないように注意しながら長く伸びたつるの刈取りを
行い、約１０㌧を集めました。

●原産地域：北アメリカ
●侵入拡大：1952年に静岡県で確認
●育成環境：日当たりのよい河川周辺
●影響：つるを伸ばして一面を覆うため、
在来生物の育成を抑圧する、農作物に
被害

　和賀川流域の地域資源を守り、将来にわたって豊
かな自然環境を保つため、今後も地域住民の方々
と協力して作業をしていきたいと思います。

アレチウリで覆われていた通路の
白線が見えるようになりました！

　湯田ダムでは、錦秋湖から発生した流木を“無料”で提供しています。
　この取り組みは、資源の有効活用と処理費用の節減を目的として例年行っているものです。
　提供条件や申込方法等の詳しい情報はＨＰをご覧頂くか、湯田ダム管理支所まで問い合わせ願います。

※提供期間：平成25年10月10日～
　　　　　　　　　　　　　11月末

　受付・申込・問い合わせは原則と
して平日の９時～１６時とします。
（休日祝祭日の引取りについては別
途相談願います。）

こんなに立派なヘビの抜け殻を発見！
イイコトありますように・・・

１週間後、足が出ました ４日後、手が出ました

１０日後、約１㎝。
ダム湖周辺へかえって
いきました。


